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1 はじめに

北東北の日本短角種生産地帯の公共放牧草地は、ほと

んど中山間地域に存在するため、利用期間は春から秋の

約 4‐6ケ 月に限定される。しかし、沿岸部にも公共草地

は点在しており、中山間地域より気温が高く積雪も少な

いために、それらの利用期間は長い。

一方、日本短角種の子牛市場は秋に集中するために、

肥育農家の牛舎が秋から冬に不足する。それらの問題を

解決するために、日本短角種生産地帯の 1地域では、沿

岸部の公共草地で山 ドげ後 (購入後)の肥育素牛を飼養

し、放牧 (無牛合)飼養期間を延長することによって、

秋冬における農家の牛舎の効率利用化と集約管理による

低コスト肥育を目指している。そこで、本報では、秋か

ら冬にかけての沿岸公共草地における日本短角種育成牛

の家畜生産について現地試験のデータから検討する。

2 試験方法

調査地 (北緯 39度 52分、東経 141度 56分、標高 120m、

海岸から1 5km)は 、2 7haの草地と 1 5haの 林地であり、

4261頭の日本短角種育成牛を、2003年 lo月 28日から

20“ 年 1月 22日 の86日 間放牧した(表 1)。 草地は 2番

草まで採草した。牛には、補助飼料として濃厚飼料とロー

ルベールサイレージを与えた。濃厚飼料は、毎日朝夕に

給与した。ロールベールサイレージは,放牧開始 14日

後から給与した。

体重測定は、放牧開始から終了まで 14週間毎に行っ

た。植物の調査は、体重測定時に行った。50*50cmの コ

ドラートを無作為に5箇所おいて、オーチャードグラス、

イタリアンライグラスおよびシロクローパの草高を5本

ずつ測定し、地際から刈り取り草分けをした。さらに無

作為に 5個の 1*lmの移動ケージを置いて次回のサンプ

リング時に、その中を前記と同様に刈り取った。ただし、

放牧最終日は積雪のため、植物調査はできなかった。草

地の生草摂取量は、地際からの緑部量を用いてリネハン

の式 υを用いて計算した。補助飼料摂取量は聞き取り調

査をした。

2003年 の lo、 11、 12月 および 20114年の 1月 の日平

均気温は、11、 8、 3および 0℃であった (気象庁提供

資料から推定)。

3 試験結果及び考察

オーチャードグラス、イタリアンライグラスおよびシ

ロクローパの草高は、放牧開始 1週間で激減し、lヶ 月

後の 11725以降には、5cm以 下と低くなった (図 1)。

地際からの草量は放牧期間を通して減少し 11/25に は

120gDM/m2、 枯死部割合は 60%となった (図 2上 )。

牛の総摂取量は、放牧開始直後の 1週間が非常に高く、

その後はほぼ同じだった (図 3上 )。 最初の 1週間は、

総摂取量の 95%は草地の生草だった。11/25以降は、総

摂取量の%_llxl%は補助飼料で占められた。

草地の餌場としての貢献度から、本放牧期間は、3つ

に分けることができた。すなわち、草量が比較的高く、

サイレージが給与されていなかったため、総摂取量の

95%が草地に依存した放牧開始から 1週間 (10/28‐ 11/3)、

草地に採食可能草がほとんど無くなり、草量が減少し、

総摂取量の 49%が草地の生草だった放牧開始 2‐4週間

(11/411/24)、 総摂取量の 95100%は 補助飼料で占めら

れた放牧開始 lヶ 月以降 (11/25以降)である。

牛の体重は、牛の移動があった期間を除いて、放牧期

間を通して増加した (図 2下 )。

放牧開始から 1週間の日増体量は、1 27kg/頭 /日 と非
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常に高かった (図 3下 )。 しかし、11/25以 降では、日

増体量は o2ソ頭/日 以下と低くなった。

以上から、沿岸草地における秋から冬の3ケ 月の放牧

(無牛舎)飼養は可能であり、放牧開始 lヶ 月間には、

草量は比較的高く、補助飼料を給与することによって

0.75kg/m/日 と比較的高い日増体量が得られた。しかし、

放牧開始 lヶ 月後以降には、草地は運動場としてしか機

能しておらず、日増体量には、補助飼料の質と量の影響

が大きいと考えられる。本調査では 1125以降には、サ

イレージが飽食状態にもかかわらず、総摂取量が少ない

ために、日増体量が 01nソ頭/日 しか得られなかった。

その結果、放牧期間を通した日増体量は o.34kg/頭/日 と

低くなった。この日増体量を高くするためには、草量が

少なくなってからの濃厚飼料摂取量を増加させなければ

ならない。

本試験では、冬季放牧が翌年の採草に与える影響
°や

牛の林地の利用時間も調査しており、今後の結果を加え

て、本技術の現地導入の利点と欠点を明らかにする予定

である。

4 まとめ

2 7haの 草地と 1 5haの林地に 60頭の日本短角種育成

牛を放牧した場合、補助飼料を給与することによって、3

番草刈り取りに当たる時期の lo月 下旬から根雪になる

1月 下旬までの 3ケ 月間飼養できた。最初の lヶ 月間に

は草地の生草の摂取量が高く、その期間には o75kg/頭/

日の日増体量が得られた。しかし、後の 2ケ 月間では、

草地の草量が非常に低くなり、日増体量は o llkg/頭/日

だつた。牛の頭数と放牧面積を維持して日増体量を高く

するには、濃厚飼料摂取量を増加させなければならない。
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